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庄司 捷雄さん
（阿仁前田・71歳）

武田 豊司さん
（阿仁萱草・78歳）
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　政府は４月29日、平成22年春の叙勲受章者を発表しました。北秋田市からは、教育功労で
元金足農業高校長の庄司捷雄さんが「瑞宝小綬章」を受章。消防功労で元阿仁町消防団分団
長の武田豊司さんが「瑞宝単光章」を受章されました。また、危険業務従事者叙勲では、警
察功労で元警部の福田幸作さん。防衛功労で元自衛隊２等空尉の金田英明さんがそれぞれ「瑞
宝双光章」受章されました。

－教育功労－

－消防功労－

叙勲受章おめでとうございます叙勲受章おめでとうございます

　
昭
和
36
年
に
岩
手
県
久
慈
高
校
定
時
制
教
諭

と
し
て
教
職
を
始
め
、
そ
の
後
大
曲
農
業
高
校
、

鷹
巣
農
林
高
校
教
諭
を
経
て
、
金
足
農
業
高
校
、

鷹
巣
農
林
高
校
の
教
頭
を
歴
任
。
平
成
７
年
か

ら
金
足
農
業
高
校
長
を
務
め
、
38
年
間
に
わ
た

り
、
農
業
高
校
を
主
体
に
生
徒
を
熱
心
に
指
導

し
ま
し
た
。
退
職
後
に
は
、
前
田
公
民
館
長
や

森
吉
町
教
育
長
を
歴
任
し
、
地
域
教
育
の
充
実

と
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。�

　
昭
和
46
年
の
大
曲
農
業
高
校
時
は
、
東
北
農

業
試
験
場
の
一
室
を
借
り
受
け
、
寒
冷
地
害
虫

の
「
イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
」
の
研
究
に
取
り
組

み
、
寒
冷
地
性
の
気
温
と
害
虫
発
生
の
関
係
に

つ
い
て
論
文
に
ま
と
め
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
鷹
巣
農
林
高
校
時
に
は
、
外
国
種
の

害
虫
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
が
出
現
し
た
と
き
「
放

課
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
た
ち
の
意
思
で

現
場
に
同
行
し
た
生
徒
た
ち
の
こ
と
を
誇
り
に

思
う
。
農
業
高
校
の
教
師
に
な
っ
た
教
え
子
も

お
り
、
教
師
冥
利
に
尽
き
る
」
と
語
り
ま
し
た
。�

　
受
章
に
つ
い
て
「
叙
勲
は
、
も
っ
と
実
績
を

残
し
た
人
物
が
も
ら
う
も
の
と
思
っ
て
い
た
だ

け
に
、
特
別
な
思
い
は
な
い
」
と
謙
遜
し
な
が

ら
淡
々
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
昭
和
25
年
に
地
元
の
大
阿
仁
村
消
防
団
に
入

団
。
そ
の
後
、
阿
仁
町
消
防
団
第
６
分
団
の
班

長
、
部
長
、
副
分
団
長
を
経
て
、
平
成
４
年
か

ら
分
団
長
を
務
め
、
48
年
間
に
わ
た
り
地
域
消

防
や
防
災
活
動
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。�

　
18
歳
の
と
き
に
消
防
団
に
入
団
「
集
落
で
は
、

長
男
が
消
防
団
に
入
る
習
わ
し
に
な
っ
て
い
て
、

入
り
た
く
な
く
て
も
、
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
」
と
は
い
え
「
訓
練
の
あ
と
に
、
仲
間

で
飲
む
一
杯
が
楽
し
み
だ
っ
た
」
と
当
時
を
振

り
返
り
な
が
ら
語
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
「
火
災
が
発
生
し
た
冬
の
夜
に
、
雪
道

を
萱
草
か
ら
町
の
中
心
部
（
阿
仁
銀
山
）
の
現

場
ま
で
、
ポ
ン
プ
車
を
引
っ
張
っ
て
い
く
の
は

本
当
に
大
変
だ
っ
た
」
と
人
力
消
防
の
過
酷
な

時
代
で
も
、
一
刻
も
早
く
現
場
に
向
か
い
、
迅

速
な
消
防
活
動
を
追
い
求
め
ま
し
た
。�

　
受
章
に
つ
い
て
「
私
ひ
と
り
で
は
な
く
、
周

囲
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
、
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
立
派
な
賞
を

も
ら
え
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
夢
の
よ

う
で
す
。
大
変
な
こ
と
も
、
た
く
さ
ん
あ
っ
た

が
続
け
て
き
て
よ
か
っ
た
」
と
喜
び
を
表
し
て

い
ま
し
た
。�

福田 幸作さん
（栄字中綱・71歳）
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－警察功労－

　
昭
和
32
年
に
米
内
沢
高
校
卒
業
後
、
能
代
署

を
始
め
、
鷹
巣
、
大
館
、
鹿
角
な
ど
県
北
を
中

心
に
42
年
間
に
わ
た
り
、
警
察
業
務
に
精
励
し

ま
し
た
。
退
職
後
は
交
番
相
談
員
や
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
な
ど
も
務
め
、
地
域
の
安
心

安
全
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。�

　
警
官
と
な
っ
て
３
年
目
の
能
代
署
勤
務
時
、

深
夜
の
単
独
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
、
飲
食
店
で
の

暴
力
団
員
約
20
人
の
喧
嘩
に
遭
遇
し
「
夢
中
で

騒
動
の
中
に
入
り
込
ん
だ
が
、
１
人
が
刺
殺
さ

れ
る
事
件
に
発
展
し
た
。
冷
静
に
状
況
判
断
で

き
ず
経
験
不
足
を
感
じ
た
」
と
若
い
頃
の
苦
い

経
験
を
話
し
、
ま
た
、
殺
人
や
連
続
放
火
、
遭

難
な
ど
お
び
た
だ
し
し
い
事
故
現
場
を
体
験
し

「
仕
事
を
辞
め
た
い
と
、
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
多
岐
に
わ
た
る
業
務

の
大
変
さ
を
、
振
り
返
り
な
が
ら
語
り
ま
し
た
。�

　
受
章
に
つ
い
て
「
42
年
間
全
う
で
き
た
の
は
、

『
正
義
』
の
思
い
が
根
底
に
あ
る
か
ら
。
い
い

仕
事
に
つ
け
て
良
か
っ
た
」
と
誇
ら
し
く
話
し
、

ま
た
「
妻
な
し
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
で
き

な
か
っ
た
。
家
族
が
い
た
か
ら
地
域
密
着
の
業

務
が
で
き
た
」
と
仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
と
家

族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
語
り
ま
し
た
。�

としお
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叙勲受章おめでとうございます叙勲受章おめでとうございます

金田 英明さん
（三木田・61歳）
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－防衛功労－

　
昭
和
42
年
に
米
内
沢
高
校
卒
業
後
、
埼
玉
県

熊
谷
市
第
２
航
空
教
育
隊
に
入
隊
。
静
岡
県
浜

松
基
地
で
術
科
教
育
を
受
け
、
航
空
機
武
器
整

備
員
と
し
て
、
青
森
県
八
戸
市
の
第
81
航
空
隊

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
退
職
ま
で
35
年
間

に
わ
た
り
、
主
に
青
森
県
三
沢
基
地
に
お
い
て

司
令
部
勤
務
、
射
場
勤
務
隊
長
等
、
武
装
幹
部

と
し
て
、
防
衛
業
務
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。�

　
在
隊
中
の
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
と
し
て
、

昭
和
46
年
に
岩
手
県
雫
石
上
空
で
、
民
間
旅
客

機
と
自
衛
隊
戦
闘
機
が
接
触
、
堕
落
し
、
旅
客

機
の
乗
客
１
６
２
人
が
死
亡
す
る
事
故
が
発
生
。

金
田
さ
ん
は
、
第
１
次
捜
索
要
員
と
し
て
事
故

現
場
の
山
中
を
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
で
歩
い
た
「
現

場
の
凄
惨
な
光
景
は
、
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
つ
ら
い
も
の
だ
っ
た
」
と
当
時
を

振
り
返
り
な
が
ら
語
り
ま
し
た
。�

　
受
章
に
つ
い
て
「
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た

上
司
、
同
僚
、
家
族
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

志
半
ば
で
殉
職
さ
れ
た
隊
員
の
ご
冥
福
を
改
め

て
祈
り
た
い
」
と
し
、
ま
た
「
将
来
的
に
は
東

南
ア
ジ
ア
で
の
地
雷
処
理
活
動
に
参
加
し
た
い
」

と
現
在
の
心
境
を
語
る
と
と
も
に
、
今
後
の
活

動
に
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。�

◇
４
月
16 
日
〜
５
月
15
日�

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー
（
抜
粋
）�

４
月
17
日（
土
）第
48
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
大
館
北
秋
田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会（
中

央
公
民
館
）�

４
月
18
日（
日
）鷹
巣
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
結
成
30
年
記
念
式
典（
中
央
公
民
館
）�

４
月
19
日（
月
）平
成
22
年
度
鷹
巣
婦
人
会
総
会（
中
央
公
民
館
）▽
秋
田
さ
き
が

け
県
北
政
経
懇
話
会
４
月
例
会（
大
館
市
）�

４
月
20
日（
火
）内
外
情
勢
調
査
会
４
月
例
会（
秋
田
市
）�

４
月
22
日（
木
）北
秋
田
地
区
更
生
保
護
女
性
の
会
総
会（
中
央
公
民
館
）�

４
月
23
日（
金
）全
国
家
の
光
大
会
・
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
祝
賀
会（
耕
ホ
ー
ル
）

▽
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
市
部
評
議
員
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）▽
北
秋
田

市
鷹
巣
地
区
婦
人
学
級
連
絡
協
議
会（
中
央
公
民
館
）�

４
月
25
日（
日
）▽
第
63
回
北
秋
田
市
・
上
小
阿
仁
村
連
合
婦
人
会
婦
人
祭（
中
央

公
民
館
）�

４
月
26
日（
月
）Ｊ
Ａ
大
館
北
秋
田
葬
祭
セ
ン
タ
ー
煎
茶
寄
贈
式（
本
庁
舎
）�

４
月
27
日（
火
）秋
田
県
林
業
協
会
理
事
会（
秋
田
市
）▽
第
１
５
４
回
秋
田
県
市

長
会（
大
仙
市
）�

４
月
29
日（
木
）北
秋
田
市
観
光
協
会
さ
く
ら
ま
つ
り「
桜
を
観
る
会
」（
鷹
巣
中
央
公
園
）�

４
月
30
日（
金
）平
成
22
年
度
教
育
セ
ン
タ
ー
所
員
総
会（
鷹
巣
中
学
校
）▽
鷹
巣

町
役
場
職
員
Ｏ
Ｂ
会（
三
朋
末
広
）�

５
月
７
日（
金
）鷹
巣
町
議
会
議
員
Ｏ
Ｂ
会
総
会
懇
親
会（
三
朋
末
広
）�

５
月
８
日（
土
）北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
日
本
人
を
救
出
す
る
秋
田
の
会
・
北
秋
田

地
区
設
立
総
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）▽
全
国
建
築
技
能
競
技
大
会
入
賞
祝

賀
会（
中
央
公
民
館
）�

５
月
10
日（
月
）生
活
環
境
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議
、臨
時
議
会（
森
吉
庁
舎
）�

５
月
11
日（
火
）ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
大
使
表
敬
訪
問（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
土
地

改
良
区
連
絡
協
議
会
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）�

５
月
12
日（
水
）第
１
３
３
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
北
秋
田
市
協
賛
会
設
立
総
会

（
交
流
セ
ン
タ
ー
）▽
七
日
市
地
区
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
定
期
総
会（
七

日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）�

５
月
13
日（
木
）鷹
巣
中
央
行
政
協
力
委
員
会
定
例
総
会（
実
森
会
館
）�

５
月
14
日（
金
）第
１
５
６
回
東
北
市
長
会（
仙
台
市
）�

�

　アナログ放送は、平成23年７月24日正午に全ての放送が終了（完全停波）します。地上デジタル放送の

準備にあたり「何をすればよいか分からない」という方や「テレビを買ったのにデジタル放送を受信でき

ない」という方には、総務省テレビ受信者支援センター（デジサポ）がお手伝いします。�

◆場　所　中央公民館、各地区総合窓口センター

◆日　程　６月28日・29日（中央公民館）、30日（合川）

　　　　　７月１日（森吉）、７月２日（阿仁）

◆時　間　午前10時～午後４時

◎お問い合わせ　秋田県テレビ受信者支援センター

　　　　　　　　a０１８－８８４－３９２２

地上デジタル放送の相談会・説明会地上デジタル放送の相談会・説明会


